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神奈川県横浜市立立野小学校  野間 義晴 
 

１ はじめに 
 子どもたちを取り巻く社会環境は大きく変化

し、社会的モラルの低下、公共心の欠如、生命

倫理の軽視など、大きな問題となってきている。

こうした状況を考えると、社会との関係の希薄

さから具体的に社会の変化に対応できる能力や

態度がさらに求められている。このことは、人

としての生き方の問題でもあり、指導要領でも

言われる「生きる力」として、本校でいう「自

分づくり」にも大きくにかかわってくる。 
また、授業レベルで考えると、学習問題がな

かなかうまれないで、子どもが本気にならない、

といった悩みはつきない。その原因には、子ど

もたちの追究が切実になりにくいことが考えら

れる。どうすれば、子どもたちの心に火が灯り

追究が本物になっていくのか。 
そこで、本実践においては、「かかわり合い」

を視点とした。自分とのかかわりを見つけるこ

とでその教材やそれへの見方・考え方が身近に

感じられる。学習した知識や力を活用し、自ら

社会的事象にどうかかわっていったらよいかを

考えるなど、先人の開発を自分のこととして身

近に引き寄せ、学習を充実させようと考えたの

である。具体的な体験活動を取り入れるととも

に、「吉田新田」について、横浜市歴史博物館の

学芸員の方に教えていただき授業を協働して行

った。そして、先人の苦難へ挑戦する生き方に

ふれ、身近な過去の出来事が遠い存在ではなく、

身近に引き寄せることができるようにした。 
 
２ 研究の視点 
「ともにかかわり合う」授業をつくるために

は、子どもの問題追究の切実性を高めるように

することが重要になる。本実践では、子どもの

追究意欲が持続していくような、さらには深ま

っていくような学習展開はどうあったらよいか、

さらにそのような追究が生まれる学習過程はど

のようにしてつくられていくのかを考えた。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      「ともにかかわり合いながら 

『自分づくり』をすすめていく子の育成」 
 
 
 

ともにかかわり合いながら、自分づくりをすすめる社会科学習 

―第４学年「横浜の入り海を新田に！～吉田勘兵衛の挑戦と現在のわたしたちのくらし～」の実践を通して― 

○ 問題意識を 

高める 

○ 実社会や実生
活とのかかわ
り合い 

○ 見方・考え方
を高めるかか
わり合い 
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（学芸員さんとの授業の様子） 

（1） 問題意識を高めるために 
   子どもが、「おや？」「あれ？」と思う事

実と出会わせることが問題意識を高めるた

めに重要である。しかし、その事実につい

ては充分に吟味する必要があるだろう。 
「どう考えてもよくわからない、納得い

かない」という思いをもたせることで、「ぜ

ひ調べてみたい」という追究意欲は高まり、

事実と積極的にかかわろうとする。また、

「わからない、納得できない」という思い

が強くなると、「友達の考えを聞いてみた

い」というかかわり合う思いが高まってい

く。 
（2） 見方・考え方を高めるかかわり合いの 
工夫 

   問題が設定されると、子どもたちは自分

なりの方法で調べ活動を行い、自分なりの

見方・考え方をもつ。そして、それぞれの

考えを交流していくことで、問題解決へと

向かっていく。 
   そこでは、具体的に事実をみつめたり、

体験などを通したりして自分の考えを確か

めることが大切になる。さらに、自分の見

方・考え方と友達とのそれを比較し、意見

をかかわり合わせることで、さらに追究が

深まり、社会的事象のもつ意味に迫ってい

くのである。 
    
（3） 実社会や実生活とのかかわり合いを大
切にした授業づくり 

   かかわり合いは、子どもたち同士だけで

なく、学習している教材とのかかわり合い

も含まれる。また、社会科の教材は、自分

たちの生活に無縁ではなく、強いかかわり

合いをもっている。実社会や実生活での

様々な問題について学習し、子ども自身が

実生活とのかかわりを強く意識するように

なると、社会的事象に対する認識が深まっ

ていくのである。 
 
３ 研究の実際 
（1）問題意識を高めるために 
「吉田新田」とは、現在の関内など横浜の

中心部にあたる場所であり、学校からも近く、

本校の子どもにも馴染みが深い。江戸時代に

開発された「吉田新田」について、現在の航

空写真と古地図を比べてみることから学習を

スタートさせた。新田開発された入り海の様

子から、馴染みのある今ある横浜の辺りが、

昔海だったという事実に驚きを隠せず、どう

やってこれらの場所を埋め立てていったのか、

誰がやったのか、何人ぐらいで埋め立てのか、

どのくらい期間がかかったのかなど、「吉田新

田」への問題意識が高まっていった。 
（2）見方・考え方を高めるかかわり合いの工
夫 

  ① 体験的活動の重視 
    「吉田新田」の実際の広さを実感する

ために、身近にある横浜スタジアムいく

つ分かを考えると共に、その周囲を実際

に歩いて見学することを通して、新田の

広さを実感し、当時の人々の努力へ目を

向けることができた。また、人力で埋め

立てた事実から、当時使った「もっこ」

などの道具を実際に使って土とりや土運

びを行い、当時の人の大変さや苦労を実

感的にとらえることができた。 
  ② 博物館との協働授業 
    

「吉田新田」は、市内で代表的な教材で

あるが、資料が少なく追究に限界が見ら

れることもあった。そこで、横浜市歴史

博物館の学芸員の方と協働して授業展開

にあたり、歴史的事実の細かな点につい

て詳しく教えていただくことにより、子

どもたちの追究がより深まるように考え

た。当時の新田開発が盛んになった背景

にある米の重要性や、吉田家の古文書や

当時の絵図から分かった埋め立ての経緯

など、専門家の立場から歴史的事実を分

かりやすく紐解いて頂き、当時の様子に

ついて詳しく把握することができた。 
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  ③ 自分の見方･考え方の表出 
    吉田勘兵衛の新田開発に取り組む挑戦

について、1 度目の大水による埋め立て
の失敗からどう改良を加えていったのか、

自分なりの見方･考え方を粘土で手順を

追って作っていった。勘兵衛の工夫を追

体験することにねらいがあったからであ

る。子どもたちの様々な工夫を吟味しあ

うことによって、「堤防を高くした方がい

い」「入り海の上の方から埋めていくのが

いい」「海の方から埋めた方がいい」など、

様々な見方・考え方が生まれ、それらが

かかわり合うことで、勘兵衛の工夫に意

欲的に迫ることができた。 
（3）実社会や実生活とのかかわり合いを大切
にした授業づくり 
「スタジアムや伊勢佐木町がある場所に、

こんな秘密があったなんて知らなかった」な

ど、自らの郷土に対する新たな思いを抱き、

実社会や実生活とのかかわりに結びつけるこ

とができた。 
こうした郷土愛は「自分づくり」につなが

り、自分を見つめなおすことにも結び付いて

いった。「吉田新田」という地域素材を教材化

することで、自分とのつながりで「おや？」

と問題意識が高まり、当初もっていた「吉田

新田」に対する自分なりの見方・考え方が多

面的なものへと変容していった。この変容に

より「本当に本当だ！」という満足感を覚え

ることができ、自分を取り巻く社会を新たな

目で見るようになっていった。 
 
４ 研究の成果と今後の課題 
このような実践から、子ども相互のかかわ

り合いを活発化させるには、次の三つが有効

と考えた。 
①教材は子どもたちの興味・関心が期待

できるもの 

②具体的な活動等を取り入れること 
③事実をじっくり見せる（博物館との協

働など）こと 
見学や体験活動などで追体験をし、学芸員

の方と学習に取り組むことによって、「なんで

こんな大変なことをやったのだろう？」と、

新田開発にかける吉田勘兵衛の思いや願いに

迫ることができた。先人の働きについて子ど

もが自分の思いと比べ、自分に引き寄せるこ

とにより、過去の偉業について「すごいな」

という賞賛の思いをもつようになっていった。 
子ども相互のかかわり合いを、座席表等を

通して整理し、矛盾感や見方・考え方の違い

が明確になることで、深まりのある認識を得

ることができた。かかわり合いが活発になり、

「自分づくり」へと結び付いていくのである。  
  小学校の内容構成をどのように中学校につ

なげていくかを考える上で、この単元でも、

6 年生の歴史学習、中学校の歴史的分野の学
習へのつながりをきちんと位置付けていく必

要があるのではないだろうか。このような視

点で、もう一度本実践をふりかえる必要があ

る。 
 
そして来る、第 47 回全国小学校社会科研
究協議会神奈川大会も見すえ、今後も、問題

解決的な学習における問題追究への切実性を

考え、研究を進めていきたい。 
 
 
【参考文献】 
 「横浜の礎 吉田新田いまむかし」「吉田新田ができるまで」

横浜市歴史博物館編 2006 
「小学校学習指導要領 解説 社会」文部科学省 2007 
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資料 

☆ 単元の構想（1２時間扱い） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
※横浜市歴史博物館の見学や学芸員の方との見学や出前授業を含め、協働授業も単元の構想として

計画。 

 
○ 横浜付近は昔海であったという事実を調べる。 

・ 横浜村という美しい入り海だった。・今の関内の繁華街はほとんど 

海だった。 

横浜は昔海の中だった（1ｈ） 

 
○ 海を埋め立てる方法を調べる。 

・ 海の中に杭を打って堤を作り、土を流し込んだ。 

・ 土は大丸山やしゅうかん島から人が「もっこ」を使って運ん

だ。「くわ」も使った。 

・ 大変だったろうな。すべて人力でやった。 

・ 失敗や苦労をどう乗り越えていったのだろう？ 

どうやって埋め立てたのだろう（2h） 

 
○ 吉田勘兵衛について調べる。 

・ 材木問屋と旅館を経営していた。 

・ 新田開発に名乗り出た。 

・ 失敗を乗り越え、新田を完成させた。 

・ 当時は米中心だった。 

吉田勘兵衛ってどんな人 （2h） 

 
○ 埋め立てに反対した人たちの話から，その当時の人々

の気持ちを考える。   

・ 埋め立て後、魚が獲れなくなってしまうと思った。 

・ 大変だったはずだから反対者もいたはず。 

・ 工事のじゃまをしたり，投げ出したりする人もいたはず。 

人々は埋め立てのことをどう思っていたのだろう （2h）  
○ 吉田勘兵衛の新田にかける思いについて話し合う。 

・ 田んぼをふやし生活を向上させようと考えた。 

・ 新田開発をすることで、人々の暮らしが楽になる。 

・ 当時の横浜には、新田開発が必要だと考えた。 

吉田勘兵衛門はどうして新田開発しようと思ったのか（2h） 

 
○ 「吉田新田」の今について調べる。 

・ 中川が大通り公園となり、地下には市営地下鉄が通り、たくさんの人が利用している。 

・ たくさんの住居やビルが立ち並んでいる。 

・ 昔は横に長い浜だった所がどんどん発展している。 

・ これからの横浜がどんなまちになってほしいかみんなで考えよう。 

吉田勘兵衛が埋め立てた吉田新田付近は今どうなっているのだろう（1h）

＋α 

 
○ 学校から、日の出町・日枝神社付近の大岡川沿いの道を実際に歩く。 

・ 埋め立ての碑がある日之出町では、昔海の音が聞くことができた。 

・ 今、川になっているところは昔、入り海であった。 

・ 吉田勘兵衛は、この入り海のそばから埋め立ての仕事を監督していた。 

・ 旧吉田邸はビルとなり、今は、たくさんのビルが建っている。 

埋め立てたところを歩いてみよう（2h） 

（教師の願い） 

←・自分たちの住んでいる場所が昔海の中 

だった事実は、「おや？」「あれ？」につ
ながると考えた。 

←・約 35 万坪とある資料の記述からよくわ
からないから自分たちでスタジアムい

くつ分か調べてみたい、歩いてみたいな

どの意欲が生まれる。 
←・実際に歩いてみることでも、吉田新田へ

のとらえの違いがあり、それぞれの考え

を交流していくきっかけともなる。 
←・自分たちの住んでいるまちが吉田新田と

かかわりがあることに気付くだろう。 

←・埋め立ての方法について、体験活動を通し

て自分なりの考えをもち、かかわり合いをう
む切実性が生まれてくると考えた。 

←・勘兵衛さんについての問題意識
が、当時の人々の暮らしぶりや

の願いにつながると考えた。 

←・当時の開発が自分たちの生活に
無縁でないことに気付くだろ

う。 

→・埋め立ての方法から当時

の埋め立てに書ける思い

や人々の願いが大きな問
題意識となるだろう。 

→・実際に今の吉田新

田を歩いた体験や
今までの学習を通

して、吉田新田の

その後や吉田家の
方のお話から、今

住む「横浜」に誇

りや愛情をもつこ
とができるだろう

と考えた。 

←・埋め立ての目的について、体験活動を通し
て自分なりの考えをもち、かかわり合いを

うむ切実性が生まれてくると考えた。 


